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１． 問題意識の所在 

技術の発展によって、多数の人々がインターネットに接続できるようになった。消費者

は、インターネットショッピングを通じて、利便性、製品の選択や入手のしやすさの増大

という新たな可能性を得た（Klepek and Bauerová, 2020）。インターネットショッピング

の現況について、梛野（2010）は、消費者にとって、インターネットのレコメンド機能は、

「買いやすさ」というメリットがあるが、「買いすぎる」というデメリットももたらす。「買

いすぎる」とは、その製品が必要か否かを考慮することなしに衝動買いすることだと主張

している。企業側では、アマゾンや楽天は、主軸の商品から徐々に品揃えを拡大している

と主張している。梛野（2010）は、インターネットショッピングでは、品揃えが豊富であ

り、レコメンド機能によって衝動買いを促進させると説明している。 

Andrews and Currim（2004）は、インターネットショッピングでは、品揃え（ブランド、

様々な製品カテゴリーのサイズ）、価格、プロモーションの使用を従来のスーパーマーケッ

トと似せるべきかどうかと疑問を呈している。スーパーマーケットにおける品揃えについ

て、安土（2010）は、消費者は、スーパーマーケットで「晩御飯の支度に必要なすべて」

を買おうとして来店する。そのため、品切れなく常に完璧に品揃えされていることが重要

である。なぜなら、1品の商品に関連した商品を購買する、いわゆる関連購買が起こるから

だと主張している。 

梛野（2010）や安土（2010）が主張している、衝動購買や関連購買は、消費者の買物中

に起きていると言える。そこで店舗内やインターネットショッピング中の滞留時間につい

て着目した研究として Cobb and Hoyer（1986）、Hui et al,（2009）、Anesbury et al,（2015）

らをあげることができる。彼らは滞留時間について具体的な時間を示している。しかし、

滞留時間と衝動購買や関連購買との関連性について十分には述べられていない。 

これらのことを踏まえると、実店舗とオンラインショッピングにおいて、非計画購買が

生起する要因として、品揃えと滞留時間が影響を与えているのではないかと思われる。 

このような背景から、本研究では非計画購買に着目し、スーパーマーケットとネットス

ーパーにおける非計画購買が生起する要因について探究することを目的とする。 

 

２． 調査概要 

本調査では、2つの調査を行った。1つ目の調査では、スーパーマーケットとネットスー

パーを利用して商品を購買した被験者に対して、アンケートを用いて調査を行った。スー



パーマーケットにおける調査実施時期は、2016年 3月 15日（火）～2016年 3月 29日（火）

である。調査の回答者は 101 名、男性 13 名、女性 88 名である。ネットスーパーにおける

調査実施時期は、2016年 4月 11日（月）～2016年 4月 12日（火）である。調査の回答者

は 278名、男性 70名、女性 208名である。 

2 つ目の調査では、スーパーマーケットとネットスーパーにおいて、ウェアラブルカメラ

を装着しながら商品を購買した被験者に対して、アンケートを用いて調査を行った。スー

パーマーケットにおける調査実施時期は、2015年 9月 28日～2015年 12月 1日である。調

査の回答者は 20 名、男性 5 名、女性 15 名である。ネットスーパーにおける実施調査時期

は、2015年 9月 28日～2015年 12月 1日である。調査の回答者は 20名、男性 6名、女性

14名である。 

 

３． 調査結果 

実店舗（101 人）品揃えの豊富さに対する満足度と非計画購買率の相関分析結果 

  
品揃えの豊富さ

に対する満足度 非計画購買率 

品揃えの豊富さ

に対する満足度 1 
 

非計画購買率 0.049667981 1 

 

 ネットスーパー（278 人）品揃えの豊富さに対する満足度と非計画購買率の相関分析結果 

  
品揃えの豊富さ

に対する満足度 
非計画購買率 

品揃えの豊富さに

対する満足度 
1  

非計画購買率 -0.06960467 1 

 

 実店舗（20 人）滞留時間と非計画購買率の相関分析結果 

  
滞留時間

(分） 

非計画購買率

(実店舗) 

滞 留 時 間

(分） 1 
 

非計画購買

率(実店舗) -0.20329 1 

 

 ネットスーパー（20 人）滞留時間と非計画購買率の相関分析結果 

  
滞 留 時 間

(分） 

非計画購買率 

(ネットスーパー) 

滞留時間(分） 1 
 

非計画購買率 

(ネットスーパー) 0.047447 1 

 



４． 考察および今後の展開 

分析の結果から、以下の点が明らかになった。 

「品揃え」と「滞留時間」については、非計画購買を促進する要因ではなかった。そこ

で、ウェアラブルカメラに録画された、被験者の発話や行動の軌跡を検討した。その結果、

スーパーマーケットでは、被験者の視野の範囲内において非計画購買が生起しており、ネ

ットスーパーでは、目的買いの商品を検索している内に、被験者の頭の中で、目的買いの

商品に関連しそうな商品を連想することによって非計画購買が生起していることが示唆さ

れた。 

今回、ウェアラブルカメラに録画された被験者の発話や行動の軌跡では、スーパーマー

ケットおよびネットスーパーで非計画購買が生起される要因が示唆されたが、なぜ、その

ような違いが生じるのか、個々の被験者にデプスインタビューを行うなどして、さらなる

深層を明らかにしてきたい。 
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